
専門家フォーラム「米国の政策展望とインド太平洋」を共催 
 

2025 年 1 月 16 日（木）、立命館大学東アジア平和協力研究センターは、米国のジョージ・ワ
シントン大学 Sigure Center for Asian Studies 主催の専門家パネル、「米国の制作展望とインド太
平洋」に参加しました。 

本フォーラムは、第二次トランプ政権の始まりを踏まえ、インド太平洋地域における米国と
同盟国が直面する好機と課題を議論する場となりました。フォーラムは二つのパネルから構成
され、第一パネルでは日本、米国、韓国、中国の対外戦略についてそれぞれの専門家が発言し、
第二パネルでは、韓国、中国、台湾、インドなど主要各国・地域の専門家から、インド太平洋
地域における様々な政治外交的変数について、提起されました。 

米中対立をはじめ、地政学的・経済的な不確実性が高まる国際情勢である一方、グローバル
化が浸透した冷戦後の国際社会において、各国・地域の関係性は複雑性を帯びている点が強調
されました。さらに、この現状認識を踏まえ、共通の価値と協力可能な分野を模索することが
重要であるという共通認識が得られました。 

立命館大学東アジア平和協力研究センターでは言語や分野に囚われず、様々な研究団体との
学術交流を積極的に行っております。  
 
●詳細  
日時 2025 年 1 月 16 日（木）13:00-16:30  
会場 Elliott School of International Affairs, State Room 7 階  
主催 Sigure Center for Asian Studies 
共催 立命館大学東アジア平和協力研究センター、East Asia National Resource Center, Taiwan 
Education and Research Program, and Seoul National University’s Institute for Peace and 
Unification Studies 
 
●参加者 
中戸祐夫（立命館大学東アジア平和協力研究センター センター長） 
張瑛周（立命館大学東アジア平和協力研究センター 客員助教） 
馬場 一輝（海上保安大学） 
Sutter, Robert（ジョージ・ワシントン大学 教授） 
Arveseth, Drew（米国国家安全保障協議会 Korean Peninsula and Mongolia 局長） 
Kim, Bumsoo（ソウル大学統一平和研究院 院長） 
Kim, Inwook（成均館大学 准教授） 
Mazzocco, Ilaria（Trustee Chair in Chinese 上席研究員） 
Parameswaran, Prashanth（The Wilson Center 研究員） 
Kowalewski, Ann（The Global Taiwan Institute 海外研究員） 
Rabgey, Tashi（ジョージ・ワシントン大学 研究教授） 
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当日の写真 
 

 

 


